
総会３兄弟だより

市川支部総会を開く！

５月１３日（日）、「いちげん」西船橋店において、千葉協力本

部市川事務所長・峠１尉と募集陸曹・伊藤曹長、特別会員の

薗浦健太郎氏、読売新聞販売所の小川氏のご参加を得て、

支部会員１０名が出席し、支部総会と懇親会を行いました。

総会において、２４年度支部活動計画の方針について審議

し、別紙のとおり決定しました。

４月１日に市川市役所危機管理課主幹に着任しました平賀

氏（陸自出身）も参加予定でしたが、ＪＲ中央線の事故によ

り残念ながら欠席となりましたので、本紙にてご紹介いた

します。

千葉県隊友会総会開催される

４月２３日(月)三井ガーデンホテル千葉において実施され、

永井支部長と竹原副支部長が支部代議員として参加して

きました。「隊友千葉便り３月号」に掲載されました平成２４

年度事業計画など５議案が議決されました。

総会後に実施された「防災セミナー」は、市川支部所属の

天草理事が企画担当者でした。千葉市文化センターで行わ

れ、５００人以上の聴衆で会場は満員となりました。

隊友会(本部)定時総会、６月に予定

６月２１日(木)にホテルグランドヒル市ヶ谷にて行われます。

出席できない正会員の議決権行使につきましては、配布し

ました議決権の代理行使書（遠隔者等用）」(代理行使委任

用はがき)に署名又は記名押印し、６月１０日（日）までに投

函下さい。なお、隊友新聞記載の他の方法により議決権を

行使されても結構です。

県本部事業関連

災害情報協力員の維持・増強を！

千葉県隊友会が進めている「災害ネットワーク・災害情報協

力員制度」に市川支部から１４名が協力していますが、今年

度も引き続き本勢力を維持すると共に、志願者の増加を図

る所存です。先般葉書にて確認いたしましたが、改めまし

てメールにて確認させていただきますので、ご協力よろし

くお願いいたします。２４年度は松戸部隊と連携して、情報

通報訓練が計画されています。

千葉県護国神社ご奉仕に２名が参加

４月７日の境内清掃に山本（昇）会員が、４月１０日の車両統

制及び奉舁に西村会員が協力され、支部の任務達成に貢

献いただきました。ありがとうございました。

秋季大祭にける奉仕は、１０月８日（祝日）に清掃、１０月１０日

（水）に大祭・交通統制が予定されています。多くの支部会

員によるご協力をお願いいたします。

市川支部事業関連

隊友の手配り協力のお願い

先月号でも申し上げましたが、市川支部において手配りを

開始以来３年を経過しました。引き続き継続していく所存で

す。現在ご尽力いただいております、西村、小野、関谷、竹

原、天草、竹内、吉本、上甲、川合、重松様の１０名の方々に

引き続きお願いいたしておりますが、支部会員の方で新た

に協力いただける方は支部長まで連絡下さい。

２ケ月に１回、市川市を一回りするのも楽しみの一つです。

メール連絡網に参加下さい

行事案内などをメールで連絡します。下記支部長アドレス

あて空メールを送信下さい。携帯メールでも可能です。

昨年度は各種講演・セミナーなどの案内が１０通以上ありま

した。葉書でのご連絡にも限界があります。ぜひメールの

登録をお願いいたします。

連絡先

隊友会市川支部長 永井博

〒272-0033 市川市市川南 3-12-Ｄ-604

col-nagai@pcid.mfnet.ne.jp

ＦＡＸ：047-324-3415 携：090-3334-7159



別 紙

平成２４年度隊友会市川支部活動計画

１ 公益目的事業の推進

（１） 防衛・防災意識の普及高揚

ア 支部主催の防衛・防災講演会を開催し、会員及び市

川市民の防衛への関心の高揚に努めることを検討す

る。

イ 防衛セミナーへの参加

   県本部からの案内を転送し、参加を促進する。

ウ 意見交換の実施

   支部総会に自治会等の関係者をお誘いし、地域住

民の防衛に対する関心を高めるよう努める。

（２）防衛・防災施策等に対する協力・支援

ア 引き続き、災害情報協力員１４名の登録を継続すると

ともに、更なる増加を促進する。

イ 九都県市合同防災訓練千葉県会場（市川市担当）に

地域の一員として参加すると共に、隊友会として参加

することを追求する。

ウ 市川市の平賀防災官と打ち合わせし、災害情報協

力員をもって、市川市防災態勢に寄与する方策を検討

する。

（３）自衛隊の行事・業務への参加・支援

ア 自衛隊の行事への参加

   松戸駐屯地、下総基地からの招待により支部から代

表を派遣するとともに、近傍駐屯地等の行事予定を

広報し、参加を促進する。この際、努めて地域住民の

方々をお誘いし、自衛隊の真の姿を見ていただく事に

留意する。

イ 予備自衛官等の支援

１０月、習志野駐屯地における予備自衛官の招集訓

練において、支部会員により防衛講話を実施する。

ウ 殉職自衛隊員追悼式への参加

   １０月、下志津駐屯地において実施される慰霊祭に

参加する。

（４）その他、地方自治体等が行う行事等への参加・協力

ア 戦没者慰霊祭への参加・例大祭への協力

  ８月に千葉県護国神社で行われる戦没者慰霊祭に

参加するとともに、千葉県護国神社の春秋のご奉仕

に積極的に実施する。

ウ 戦没者の慰霊顕彰行事等への参加・協力

   弘法寺にある砲兵旅団慰霊碑の清掃支援を計画す

る他、昨年度に引き続き、市内にある慰霊碑の情報を

収集する。  

エ 地域活動への参加・協力

市内で開催される各種の体育大会等への参加・支

援状況、市川市や自治会・町内会が行う防犯・防災活

動、学童交通指導、清掃奉仕活動の地域活動への参

加状況を把握する。

   特に、地域の防災活動に対する積極的な指導・支援

を重視する。

２ 会活動の活性化

（１）隊友新聞等の配布及び隊友千葉だよりの発行・配布等

ア 県隊友会の協力費納入に係らず、終身会員に対して

は、千葉だよりと支部だよりを配布し、実勢力の維持

に努める。

イ 隊友の手配りを継続する。今年で３年経過するため、

交替要員の選定を促進する。

ウ 支部だよりの２ケ月に１回発行を継続する。

この際、会員からの投稿を募集する

（２）部隊研修の実施

ア 県本部主催の海上自衛隊下総航空基地の研修に参

加し、海上自衛隊航空部隊の現状、航空術科教育等に

ついての理解を深める。6 月 15日

（３）ＩＴ化の推進

支部のＥメール網の拡大を図る。(目標４０名)

３ 会基盤の充実強化

（１）会勢の充実

ア 年会費・協力費未納会員に対しても支部だよりを配

布し、定着率の向上を図る。

イ 個人情報に留意しつつ、努めて支部会員の名簿を

提供し、相互の連絡・交友強化を図る。

（２）財務基盤の改善強化

  終身会員への会運営協力費の納入を依頼する。

４ 会員の福祉厚生及び親睦と相互扶助

（１）各地区担当者をもって年一回、直接お会いして、身上把

握に努める。

（２）会員の親睦の増進

ア ゴルフコンペ（５月２２日）

   ２名の会員をもって参加する。

イ 支部計画

市川市内歴史散策として、行徳寺町めぐりを実施す

る。宮本武蔵の書「にらみ達磨絵」や円山応挙の幽霊

の絵が一般公開される１１月１６日を予定する。

５ 支部総会

  25年も 5月に西船橋にて予定する。

(注)市川・八幡地区、行徳地区、原木地区、大野地区の交通

の中心となる西船橋での開催としています。

  自治会・町会の方々との意見交換を目的としています。

ぜひお誘い下さい。


